統合失調症患者に対する『保護する看護』と『自立を促す看護』の調和をとるための方略 by 和泉 明子 & 野嶋 佐由実
   
精神看護領域においては 『保護する看護』 の
必要性やその課題､ また 『自立を促す看護』 の
方法や課題はそれぞれ明らかになりつつあるが､
臨床の看護師たちは 『保護する看護』 と 『自立
を促す看護』 という２つのアンビバレントな働
きかけの調和を図ることの難しさを感じ､ 困惑
している｡ 今後､ 急性期においても､ また不安
定な慢性期においても､ 統合失調症患者に対す


















看護師たちは､ 患者に 『自立を促す看護』 を行
うことを躊躇し､ 先に進めないジレンマを抱え
ている｡
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【目的】看護師が､ 統合失調症患者に対し､ 『保護する看護』 と 『自立を促す看護』 の調和をどのように図っているかそ
の方略の内容を明らかにする｡
【方法】精神科病棟に勤務する経験年数５年以上の看護師を対象とする帰納的質的研究方法である｡
【結果】看護師は､ 自身の心のコントロールをしながら､ 『保護する看護』 と 『自立を促す看護』 の調和をとるために
[調和をとりながらケアを提供する] [自立のチャンスを捉まえる] という方略を活用していた｡
【結論】 『保護する看護』 と 『自立を促す看護』 の調和をとるための方略として､ 状態が不安定な患者に対しては､ 徹
底した 『保護する看護』 を提供することが､ 後の自立にとって必要であり､ またいずれの状態の患者に対しても 『保護
する看護』 と 『自立を促す看護』 が形を変えて提供され続けていることが重要である｡ そして､ 自立のチャンスを捉ま
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例えば ｢一応は､ 『薬自分で飲めるよね』 っ












































































ミングについて ｢状態が悪いときに､ その､ 話
を進めても､ やっぱり悪いことしか考えられな






























































































collapse, 以下PPC) の研究において､ PPCから
の脱却の一つの重要な側面が共生関係の形成で















































































































































































































本研究では､ 『保護する看護』 と 『自立を促
す看護』 の調和をとるための方略として､ ①状
態が不安定で疲弊感の残る患者に対しては､ 徹







看護』 と 『自立を促す看護』 が同時に存在する
ことが必要であること､ ④いずれの状態の患者
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